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研究成果の概要（和文）： 金属周辺に芳香環を付した金属錯体を創成し、特殊な反応場をデザインした触媒の
開発を行った。パイポケット部位に不斉環境を施したり、カゴ構造部位からのスルースペース相互作用を利用し
た性状制御に成功した。また、カゴ型アルミニウム錯体において、世界で初めての室温でのβ選択的グリコシル
化を達成した。中程度のルイス酸性と立体障害のバランスが高選択性の原因である。また、インジウムを触媒と
したカップリングを触媒を基軸とし、新規の炭化水素系の有機化合物を創出した。これは、反芳香族性と開殻性
を共存するきわめて興味深い分子である。さらに、新反応場を与える金属種による種々のカルボメタル化反応を
開発した。

研究成果の概要（英文）：The metal complexes with organic framework surrounding around the metal 
center were synthesized. They were applied to the catalytic reactions in which the metal complexes 
act as a catalyst to recognize aromatic compounds. The pi-pocket around the metal center recognized 
the aromatic moiety of the substrate over aliphatic ones. The complex can be tuned by through-space 
interaction between organic frame work and metal center that are not bound in covalent bond. The 
aluminum-cage shaped complex with bromine atoms at ortho positions in pi-pocket moieties catalyzed 
beta-selective glycosylation at room temperature. The moderate Lewis acidity and appropriate steric 
hindrance enabled a high selectivity at rt.
Indium-catalyzed reaction gave the coupling product to give diarylethylene derivatives that led to 
new type of hydrocarbon compounds with anti-aromaticity and open-shell characters in one molecule. 
Other types of metal catalyzed reaction based on carbometallation have been developed.

研究分野： 有機金属化学

キーワード： 合成化学　有機化学　錯体化学　触媒　選択的反応

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
金属触媒はその金属自身の反応性に依存した触媒活性を示すため、その利用に大きな制限がある。一方で有機化
合物は自在に有機合成によりデザインが多様である。この有機骨格を金属に付与することで、精密に性状を制御
した金属触媒を合成し、新しい反応場を与えることができる。このことは、枯渇金属種に頼らず、豊富な金属を
用いて合成反応を実施することができることから、資源の有効利用に直結する。また、これらの触媒で達成さえ
た選択的反応は、従来法に比して、トータルのエネルギー効率がきわめて高く、効率的な合成反応として位置付
けられる。社会全体がこのような反応を活用する方向を目指す端緒となる研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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